
13 12

問�

　

市
立
学
校
を
取
り
巻
く

教
育
環
境
の
課
題
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

新
学
習
指
導
要
領
の
対

応
に
加
え
、「
い
じ
め
」

や
「
不
登
校
」
等
の
指
導

上
の
課
題
な
ど
、
学
校
の

役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ

て
い
る
。保
護
者
や
地
域
、

関
係
機
関
や
団
体
の
協
力

を
得
な
け
れ
ば
解
決
が
難

し
い
複
雑
化
・
困
難
化
し

た
課
題
が
散
見
さ
れ
る
。

問�

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
を
取
り
巻
く
諸
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
学

校
の
機
能
強
化
の
ひ
と
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
子
ど

も
達
が
生
き
る
力
を
育

み
、
地
域
の
方
々
が
自
己

有
用
感
を
感
じ
ら
れ
る
な

ど
、
相
互
補
完
的
な
成
果

も
期
待
で
き
る
。

問�

　

遠
野
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

市
民
憲
章
で
謳
っ
て
い

る
「
恵
ま
れ
た
文
化
を
活

か
し
、
夢
を
育
む
学
び
の

ま
ち
づ
く
り
」
が
、
遠
野

の
強
み
で
あ
る
。
地
域
の

こ
と
を
地
域
の
方
々
か
ら

教
わ
り
、
子
ど
も
達
が
遠

野
を
知
り
、
遠
野
に
誇
り

を
持
ち
、
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
を
形
成
し
て
い
く
営
み

を
よ
り
一
層
促
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
。

問�

　

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て

の
課
題
と
解
決
策
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

地
域
と
学
校
の
協
働
の

温
度
差
や
、
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
の
範
囲
と
小
学
校

区
が
異
な
る
地
域
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
学
校
運

営
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
時
機
を
捉
え
て

広
く
周
知
を
図
り
、
地
域

と
学
校
の
よ
り
望
ま
し
い

連
携
・
協
働
を
進
め
る
。

問�

　

遠
野
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組

み
を
支
援
学
校
・
高
校
な

ど
へ
展
開
す
る
考
え
は
。

答
（
教
育
長
）�

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
遠

野
」
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
と
し
て
、
市
内
の
県
立

学
校
や
保
育
園
な
ど
と
も

理
念
や
情
報
を
共
有
し
、

連
携
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
る
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
は

　
保
護
者
や
地
域
住
民
が

一
定
の
権
限
を
持
っ
て
運

営
に
参
画
す
る
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
公
立
学
校
。

社
会
教
育
と
し
て
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

教
育
長･･･

学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
て
、

　
　
　
　
　
子
ど
も
達
を
育
む
こ
と
は
、必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

コミュニティスクールの成果物
教育長 ･･･ 児童生徒の「生きる力」、
　　　　　大人の自己有用感と地域の絆

菊池 美也  議員
（遠野令和会）
一問一答方式

問�

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
２
０

４
０
年
２
万
人
維
持
目
標

は
達
成
で
き
る
見
込
み

か
。答

（
市
長
）�

　

様
々
な
施
策
を
通
じ
努

力
し
て
い
る
が
、
目
標
達

成
は
困
難
な
状
況
。

問�

　

小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
住
民
主
体
や
市

が
応
援
に
回
る
こ
と
へ
の

不
安
が
あ
る
の
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

よ
り
多
く
の
市
民
理
解

が
必
要
と
再
認
識
し
、
現

在
行
政
区
、
自
治
会
単
位

で
の
地
区
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
る
。
今
後
も
地
域

に
負
担
を
押
し
付
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
丁
寧
な

説
明
と
十
分
な
話
し
合
い

を
続
け
る
。

問�
　

人
口
維
持
に
向
け
た
交

流
人
口
拡
大
政
策
に
関
す

る
可
能
性
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
へ
の
来
訪
者
は

「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
」
目

的
が
多
く
、
交
流
人
口
か

ら
定
住
人
口
へ
移
行
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
ず
は
「
初
回

来
訪
者
」
を
増
や
し
、
定

住
に
至
る
段
階
を
経
た
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。

問�

　
Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
舎
解
体
の

理
解
を
得
る
に
は
、
先
ず

耐
震
補
強
が
不
可
能
と
い

う
科
学
的
根
拠
を
明
ら
か

に
す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

耐
震
補
強
技
術
は
非
常

に
進
歩
し
て
お
り
、
建
物

そ
の
も
の
の
保
存
は
可
能

と
推
察
で
き
る
。し
か
し
、

耐
震
補
強
後
の
活
用
方

法
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等

も
重
要
で
、
単
に
耐
震
補

強
が
可
能
か
否
か
の
是
非

を
論
点
と
す
べ
き
で
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

問�

　

現
在
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社
に

委
託
し
て
い
る
基
本
計
画

調
査
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
公
表
で
き
る
内
容
は
。

答
（
市
長
）�

　

10
月
検
討
結
果
報
告
を

受
け
、
改
め
て
Ｊ
Ｒ
盛
岡

支
社
の
運
輸
部
と
企
画
部

に
対
し
、

①
計
画
年
数
短
縮

②
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

③�

運
営
方
法
を
含
め
た
事

業
可
能
性

の
３
点
に
つ
い
て
再
度
検

討
を
申
し
入
れ
て
お
り
、

令
和
2
年
６
月
頃
に
は
結

果
が
明
ら
か
と
な
る
見
込

み
だ
。

萩野 幸弘   議員
（遠野令和会）

人
口
維
持
政
策
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は

市
長･･･

厳
し
い
状
況
続
く
が

　
　
　
　
市
民
協
働
で
新
た
な

　
　
　
　
ス
テ
ー
ジ
を
作
る

一問一答方式

教育民生常任委員会は、上士幌町を視察しました。（P5参照）

人口減少の右肩下がりを阻止することが急務

解体跡地に同規模新築が計画されている JR遠野駅舎

ＪＲ遠野駅舎解体合築に係る
　　　　　基本計画調査の状況は
市長 ･･･ 令和2年６月ごろには
　　　　　　検討結果を公表したい

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


